
トピックス 【練習試合等の予定】
11月12日（土） 13時30分～　@伊予高校　　VS 帝京第五（※H28秋季四国大会準優勝校）

11月13日（日） 13時30分～　@伊予高校会議室　　栄養講習会（保護者、生徒対象）

●伊予 8-11 松山中央  
1回表伊予高校は、1死から兼本、北川の連打でチャンスをつくるも得点することができない。するとその裏、先頭打者を死球で出塁させるとその後エラーや押し出しで1点先

制を許す。2回の裏にも2つの死球と連打で2点追加される。3回の裏から4人の投手が登板したが、相手の勢いをなかなか止めることができず、6回まで9点リードされる苦し

い展開。コールド負けが頭をよぎる7回の表伊予高校は、先頭北條が四球で出塁すると1死から松本、北川、西川、西岡大とヒットが続き4点を還しコールド負けを一旦免

れる。7、8回の裏の相手の攻撃を千葉、山畑が0点に抑え4点差で迎えた最終回伊予高校の攻撃は先頭大森が出塁すると四球やエラーなどで1点を還す。しかし走塁ミ

スが二つ重なり万事休す。敗北を喫した。序盤、投手を含めた守備に安定を欠いたため大量リードを許す苦しい展開となったが、終盤の怒涛の追い上げは次への明るい展

望となった。 

○伊予 6-2 宇和島南中等 
1回裏伊予高校は1死から兼本のツーベースヒットでチャンスをつくるも得点することができない。すると2回の表に連続三振を奪った2死からヒットやエラーで2点の先制を許す。

4回の裏伊予高校は、野間のタイムリーで1点を還す。3回以降得点を許さない伊予高校は、7回の裏1死から代打北條がヒットで出塁すると北川、西川のタイムリー、西

岡大の犠牲フライで3点を奪い逆転に成功する。8回の裏にも北川の2点タイムリーヒットでリードを4点に広げた伊予高校は、先発西川のコントロールが本調子ではなかった

もののこの日最速141kmをマークするなど終わってみれば、被安打5、10奪三振、自責点0の完投勝利を収めた。今回練習試合をするにあたってチームの数値目標等を

設定してのぞんだ。2試合を通して攻撃に関してはほぼ目標達成することができたので、全体的な投手力含めた守備力アップに努めたい。 

【マネージャーの独り言】 「強風にも負けず粘り強い試合が見られて楽しかったです！」 

 

11 日 ( 日 ) 〔第 1 ＠

2 3 4 5 6 7 8 9 計 H E

0 1 0 0 1 4 1 1 8 10 4

2 4 2 0 2 0 0 × 11 10 7

【 】

【 】

11 日 ( 日 ) 〔第 2 ＠

2 3 4 5 6 7 8 9 計 H E

2 0 0 0 0 0 0 0 2 5 2

0 0 1 0 0 3 2 × 6 13 3

【 】

【 】

月 6 試合〕 伊予高校

チーム 1

伊予 0

松山中央 1

伊予 北川・西岡丈・橘・梼山・日野・千葉・山畑-壽崎

松山中央 三好-宮田

【 ２塁打 】
（松）佐伯、山崎、三好

（伊）西川、西岡大

【 ３塁打 】

【 本塁打 】

月 6 試合〕 伊予高校

チーム 1

宇和島南 0

伊予 0

宇和島南

西川-壽崎伊予

【 ２塁打 】
（宇）佐野

（伊）兼本、西川

藤井、浅川-佐野

【 ３塁打 】

【 本塁打 】


